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読書バリアフリー法とは？

ー正式名ー
「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」

障がいの有無に関わらず、全ての人が読書による文字・活字文化の恩恵を受け
られるようにするための法律

令和元（2019）年 「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（読書
(読書バリアフリー法）施行

令和２（2020）年 「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画」
（読書バリアフリー基本計画）策定

徳島県では
令和３（2021）年 「徳島県読書バリアフリー推進計画」策定



国や地方自治体に求められていること

・国には

障がい者団体や関係者の意見を聴き、基本的な方針や
施策などを示すための基本計画を定めることが義務づけ
られた。

・地方自治体には

国と連携を図りつつ、地域の実情を踏まえ、障がい者
団体や関係者の意見を聴き、読書環境の整備の推進に関
する計画を定める努力義務を課している。



なぜ読書バリアフリー法が必要だったのか

・２０１３年 国際条約「マラケシュ条約」がまとまった
（国連の専門機関で、世界中の読書困難者の読書環境整

備をしていこうという趣旨の条約）
↓
・国内の障がいのある人たちから、もっと好きな本を自由
に買ったり、借りたりできるようにしてほしいという声が
あがる

↓
・読書困難者の読書環境を総合的に整備していこうという
機運が高まる

↓
・２０１８年 マラケシュ条約批准、著作権法改正

↓
・２０１９年 読書バリアフリー法制定



読書バリアフリーを推進していく意義

・子供たちにとっては、絵本や読み物だけでなく、教科書や
副読本、参考書、問題集など、学習や教育を支える知識の源

・大学生や学者、医師、弁護士、教員などにとって、専門書
は研究や学問追求、職務を遂行するのに欠かせないもの

↓
障がいの有無にかかわらず、全ての人にとって本は生涯を

通して、教養や娯楽、学びや就労など、人間性の滋養に必要
不可欠なもの

↓
 全ての人が自由に読書ができるような環境を整えていくこ
とが重要



読書に困難を抱える方のためのさまざまな本









バリアフリー図書セット



・サピエ図書館（運営：全国視覚障害者情報提供施設協会）

・国立国会図書館（視覚障害者等用データ送信サービス）

インターネットの配信サービス



サピエ図書館

全国の点字図書館やボランティア団体等が製作した点字図書データ、
デイジー図書データを保有するインターネット上の図書館

タイトル数（２０２４年３月）

・点字 263,635
・音声デイジー 123,164
・マルチメディアデイジー 491
・シネマデイジー 903

加盟している点字図書館や公立図書館を通じて利用される他に、
個人でデータをダウンロードして利用することも可能。



国立国会図書館

国立国会図書館が製作したデータと、全国の図書館等で製作し
国立国会図書館が収集したデータなどを提供
学術文献などを多く保有している

タイトル数（２０２４年6月）

・点字 2,944
・音声デイジー 38，538
・テキストデイジー 270
・マルチメディアデイジー 900

学術文献や専門書が多いため、学習や研究に利用されることが多い



バリアフリー図書についての貸出やお問い合わせ

・徳島県立図書館 電話０８８－６６８－３５００

・視聴覚障がい者支援センター 電話０８８－６３１－１４００


